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第３分科会 社会科教育 

長野県 上田染谷丘高校  斎 藤 卓 也 

 

『ウクライナ情勢と平和教育のあり方について』 

 

 ２０２２年、慌ただしい学年末のさなか、ロシアによるウクライナ侵攻が勃発した。（国連常任理事国でもある）

大国ロシアがなぜ隣国のウクライナ（かつては旧ソ連の一部）を侵攻したのか、一高校の社会科教師としてこの衝撃

的事態を、できるだけ詳細に解明し、生徒たちに解説する使命があると思い、春休みを使って以下のようなプリン

トを作成し、次年度の初め、自分の担当している「世界史A」の第一回目の授業で特集講義として実施した。 

 

１ウクライナとロシアの関係史（なぜプーチン大統領はウクライナ侵攻を決断したのか？） 
★ポイント：ウクライナ国内での分断状況（親欧米派 vs 親ロシア派）を利用して大国ロシアの存在感を見せたいプーチン 

1991年 ソ連邦解体時に、ウクライナが独立を宣言 → But 親ロシア派（ロシアの傀儡
かいらい

）政権がしばらく続く… 

1994年 「ブダペスト覚書」の締結 → 米・英・露により、ウクライナ・ベラルーシ・カザフスタンが核不拡散条約の加盟 

    するかわりに、核兵器をロシアに引き渡すことを合意した、また協定署名国（米・英・露）は、ウクライナなどの 

独立と主権と既存の国境を尊重すること、またこの3国の安全を保障することなどを承認した。 

2004年 大統領選挙の不正が暴かれ野党側（親欧米派）が抗議、再投票で親欧米派のユーシャンコが当選［オレンジ革命］ 

    → ウクライナはロシアからの軍事圧力を恐れて「ＮＡＴＯ（北大西洋条約機構）」の加盟を目指すようになる 

2008年 「ＮＡＴＯ（北大西洋条約機構）」の首脳会議で、将来的に、ウクライナの加盟が容認される 

2010年 親ロシア派のヤヌコビッチが大統領に当選 

2014年（2月）ヤヌコビッチがクーデタにより国外に亡命、政権は崩壊する［ウクライナ騒乱・マイダン革命］ 

(3月） ロシアがウクライナの南部 クリミア半島を強制編入 （ウクライナのＮＡＴＯ加盟を阻止するためでもあった）    

＊ＮＡＴＯは、国内に問題（非民主的統治や汚職など）や紛争を抱える国の加盟を認めないため 

(4月)  ウクライナの東部（ドンバス地方）で親ロシア派が二つの共和国（ドネツク・ルガンスク）の樹立を宣言 

→ 以後 ウクライナ政府軍と親ロシア派軍とで戦闘状態へと発展［ドンバス紛争］ 

2015年 ウクライナ・ロシア（他ドイツ・フランス）でドンバスの自治権を認めることを条件に停戦合意を結ぶ［ミンス
ベラルーシ

ク合意］ 

→ 再び ウクライ
ポロシェンコ

ナはＮＡＴＯ加盟を目指す一方で、ロシアはそれを阻止すべく東部国境周辺に軍隊を置いて牽制する 

2021年 (12月) ロシア（プーチン）がアメリカ（バイデン）に、「ＮＡＴＯ東方不拡大」の確約を要求するもアメリカは拒否       

     ＊ロシアとしてはＮＡＴＯの東方拡大により安全保障の危機を感じた（とりわけウクライナは重要な緩衝地帯） 

      ＊それまでにも旧ソ連（バルト三国）や東欧諸国によるＮＡＴＯ加盟が進められてきたのも事実 → 露：脅威！ 

2022年 (2/21) ロシア（プーチン）はドンバスの２国の独立を正式に承認すると同時に両国に派兵を命じる    

＊ドンバスの親ロシア住民を守るための正当防衛とした（独立国への派兵なのでウクライナへの侵略ではない） 

       (2/24) ロシア、ウクライナに進攻（首都キーウの空爆、原発の攻撃・占拠、北部・南部から地上部隊を侵入させた） 

      ＊これもあくまで「正当防衛（自衛戦争）」を主張（東部地方へのウクライナの攻撃の根を断つための侵攻） 

 

  ★この他にも、1994年には、エリツイン政権下で独立を宣言したチェチェンへ介入したり、2008年にも、グルジア紛争に 

ロシアは軍事介入している。このように、ウクライナ侵攻以前にも、ロシアは、旧ソ連諸国内で起きた紛争（独立騒ぎ） 

には、即座に軍事介入しているのである。元ロシア外交官のフェドロフスキー氏は、「プーチンとは一人の人物ではない、 

現象なのだ。（中略）ロシア文化を破壊し、ロシアを屈服させるという欧米のふるまいがロシア人のプーチンの高支持率 

と結びついている」としている。（信濃毎日新聞：2023,5.26付） 
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２ロシアの停戦条件（ロシア（というよりプーチン）の今回のウクライナ侵攻の大義名分とは？） 

大義名分：「ロシアと親ロシア派住民の安全の確保」と「ナチスのような残虐なウクライナ政権の打倒」 

①ウクライナの中立化（ウクライナは今後永久にＮＡＴＯには加盟しない） 

  ②ウクライナの非武装化（軍事力の放棄） 

③非ナチ化（親ロシア派の人々を迫害しない）政権の樹立 → ゼレンスキー政権の交代（親ロシア派（傀儡）政権 を作る） 

 ＊ロシア国民が持つ反ナチス感情を利用（今回の侵攻もかつてのナチスとの闘い（大祖国戦争）と位置付けた） 

④クリミア半島 及び東部の二つの親ロシア派共和国に対するロシアの領有（主権）を認めよ 

 

３プーチンの本音（ロシアと兄弟国ウクライナへの偏狭的愛？ 偏執狂と化した権力者？） 

①文化も歴史も同じ“兄弟国（ウクライナはロシアの原点）”なのだから昔みたいに仲良くやっていこう！ 

②大国ロシアの権威（旧ソ連時代の栄光）を誇示したい “旧冷戦時代の超大国に戻りたい！”  

③欧米側の価値観（自由・民主主義・米中心の経済）に対する嫌悪とこれが自国に流入されるのではないかという焦燥（恐怖） 

“あんな腐敗したものがロシアに入ってきたらたいへんだ、このままではロシア文化が破壊されてしまう！” 

④権力者としてのプライド（自分がコケにされたという怒りに加えて、我が愛するロシアがコケにされたという怒り） 

★いずれにしても、プーチンにとって、ウクライナは属国に過ぎず、もともと、旧ソ連の国家群に、「主権国家」という 

概念自体がそもそもないように思われる。 

 

４ロシア（プーチン）のウクライナ侵攻 とナチス（ヒトラー）のポーランド侵攻との比較 

 類似点   ①口実… プーチン：ウクライナ東部のドンバス地方の親ロシア派住民を助ける［大ロシア主義］ 

               ヒトラー：チェコスロヴァキアのズデーテン地方のドイツ系住民を助ける［大ドイツ主義］ 

②会談… プーチン：ミンスク会談（ドンバス紛争を止めるための停戦合意） 

          ヒトラー：ミュンヘン会談（英仏はナチスの勢力拡大を認めることで全面戦争を避けた）［宥和政策］  

③武力… 武力による先制攻撃によって相手を圧倒し、降伏条件を提示して従わせる（国連機能果たせず） 

④独裁… プーチン：２０１２～ １０年間の長期政権（２０００～０８年の８年を加えると のべ１８年間） 

＊憲法を改正して、なんと２０３６年（本人８３歳）まで大統領職続投を可能にした 

    ヒトラー：首相となり「全権委任法」を制定、国民投票を経て「総統」に就任した 

⑤情報
プロパ

操作
ガンダ

… プーチン：国内放送を独占、情報統制を実施（メディア
フェイクニュース

を操作し、侵攻の正当性をアピール） 

            ＊「情報統制法」を制定、反ロシアの報道に対しては罰則規定を設けた（外国メディア撤退） 

            ＊ウクライナの放送局を破壊し情報網を遮断しようとした（イーロン・マスクが衛星を寄付） 

              ヒトラー：ゲッペルス宣伝相（ラジオ・映画・ベルリンオリンピック）“嘘も100回つけば真実になる” 

 

 相違点  ①国際情勢… プーチン：国際的に厭戦
えんせん

ムード（戦争に対する嫌悪、世界がロシアに対して怒りを抱く） 

          ＊グローバル化による反ロシアの動き（スポーツの国際大会などで、ロシアを排除）        

＊経済制裁：武力に代わる対抗措置（ロシア市場から大手企業が撤退、国際銀行の決済不能） 

            ＊世界各地からの経済援助や避難民の受け入れが行われる 

           ＊国際秩序を揺るがす行為として世界が非難を声明（国際社会形成への兆し） 

                  ヒトラー：国際的に戦争ムードが蔓延し、総力戦の構えとなる（日本：お国のために！） 

                   ＊各国が国益を重視した自国中心主義に陥る（ブロック経済） 

②ＳＮＳ… ウクライナ情 勢がＳＮＳなどによる情報発信によって全世界に広まる（情報戦争・サイバー攻撃） 

 

3



3 
 

 

５その他（今回のウクライナ侵攻を受けての私見） 

 ★これまで、「ウクライナ侵攻」に関連する歴史的、政治的解説をした上で、もう少し、色々な視点から生徒たちに考えて 

もらえるように、今回の歴史的事態についての率直な私の考えをまとめたものが以下のものである… 

 

①戦争の恐ろしさ（日常生活が一瞬にして地獄へ：戦争の実相「ブチャの虐殺」） 

＊「欧州のパンかご」と呼ばれるほどの小麦の穀倉地帯が一変焼野原に（ウクライナ国旗：小麦畑の黄色と青空を表している） 

 ②ロシア（プーチン）をあそこまで追い詰めた外交的失敗（欧米はプーチンを甘く見ていたか？） 

③新しい冷戦の様相か？（冷戦 2.0） （「民主主義陣営：欧米・日本」 ＶＳ「専制主義勢力： ロシア・中国・北朝鮮」） 

④国連（安保理）の無力感は否めない（あの「拒否権（大国一致主義）」何とかならないものか？） 

   ＊国連安保理：本来は世界の平和を維持する警察的役割（警察が犯罪を犯してどうするの、しかもそれを誰も止められない） 

⑤なんとももどかしい…（力による現状変更は許されないと言う以上、経済制裁しかできないもどかしさ） 

 ＊アメリカ・そしてＮＡＴＯはなぜ何もしないのか？ ＮＡＴＯの抑止力効果が全く効いていないではないか？ 

かといって、もし欧米が武力行使をしたら、全面戦争（最悪、核戦争）に発展する恐れも… 

⑥どのような結末が待っているのか？ 

＊もしこれで停戦合意されたら（ウクライナがロシアの条件をのめば）、大国は軍事力で脅せば何でもできる前例となる 

＊ロシア（プーチン）の戦争犯罪を裁けないのか？ 一応「ＩＣＣ（国際刑事裁判所）」という機関もあるが… 

 ＊経済制裁によるロシアの自滅はあるのか？（経済が悪化し国民による暴動やクーデタによりプーチン政権が崩壊するかも？） 

⑦日本も「対岸の火事」ではない？（ウクライナ情勢を、日本をとりまく海外情勢と照らし合わせてみると…） 

 １「ロシアVSウクライナ」と「中国VS台湾」との関係 → 中国もいつ牙をむいてくるかわからない   

 ２「ロシアVSウクライナ（ドンバス地方）」と「ロシアVS日本（北方領土）」との関係 → 国後
くなしり

は既にロシア人が定住 

３「ウクライナ：ＮＡＴＯ」と「日本：米軍」→ 台湾海峡有事や北朝鮮有事の際、米軍は本当に守ってくれるのか？ 

４「ロシア：ウクライナ」と「日本：沖縄」→ もし沖縄が独立したいと言ったら日本政府は「どうぞ」と言えるか？  

 

  ★特に最後の⑦「日本も対岸の火事ではない」の４「ロシア：ウクライナ」と「日本：沖縄」の問題については、私が常  々

考えていたことでもあった。そしてそんな矢先、信濃毎日新聞で「沖縄独立論」を特集する記事が出され（2022,4,20付）、 

それを読み進めていくうちに、まるでこれは今のロシアとウクライナとの関係に似ているのではないかと思い、早速その 

思いを同新聞に投稿した、以下がそのときの掲載内容である… 

 

４月２０日付の本紙文化面「沖縄独立論はいま」では、今年日本に復帰して５０年の節目を迎える沖縄で根強く 

続けられている独立復帰運動の様子が描かれていた。読み進めていくうちにふとウクライナ情勢と重なる部分が 

あった。今回のロシア侵攻は、ウクライナのＮＡＴＯへの加盟表明が発端であった。ロシアにとってウクライナ 

は緩衝地帯、言わば防波堤としての役割があるというのである。そんな関係性が日本と沖縄とのそれと同じに見 

えたのである。沖縄戦から今日に至るまで沖縄の人々にはずっと基地への負担を背負わせてきてしまった。文中 

にある「目指すのは日本そして米国の植民地からの脱却」という言葉が心に刺さる。ウクライナ情勢を見ていて 

思ったことがもう一つ、小国がどんなに軍備を整えたところで、いざ軍事大国からの攻撃が始まれば、最後は多 

大な犠牲を払うということである。ではどうすればいいのか。今こそ憲法の前文と九条の平和理念に立ち返り、 

軍事同盟を破棄して永世中立を世界にアピールしてはどうか。今の状態では沖縄どころか日本自体も真の独立国 

とは言えないのではないだろうか。 (2022,5,13付) 
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 アンケートの実施  
★上記のような内容による「特別講義」から私の「世界史A」の授業が始められたわけだが、１学期終了時に、再び 

「ウクライナ情勢」についての生徒の率直な考えを聞いてみたいと思い、以下のようなアンケートを実施した。 

以下はその結果をまとめたものである （２クラス：７７人で実施） 

 

Ｑ１あなたは、現在のウクライナ情勢について、どう思いますか、率直な考えを書いてください 

  １ロシア（プーチン）に対する非難（怒り） 

 ①武力行使による現状変更への非難…   ・対話による解決はできなかったのか 

                      ・罪もない一般市民を攻撃するのは絶対に許せない             

                       ・戦争しても誰も幸せにならないことがなぜわからないのか 

   ②主権国家に対する侵略行為への非難… ・ウクライナを属国のように扱っているのが許せない 

                      ・なぜ、ＮＡＴＯやＥＵへの加盟を認めてやれないか 

   ③プーチンの独裁的なやり方への非難… ・プロパガンダやメディア統制は恐ろしい 

                      ・国内の言論統制、反政府・反戦運動を統制している 

                      ・元カノ（ウクライナ）に未練を持つ“クソヒモ男”だ！ 

  ２現代社会でこのような大きな戦争が起きていることへの驚き、恐怖（まるで映画を見ているかのよう…） 

  ３ウクライナの人々への同情、国際的な支援を訴える、（その一方で）誰も戦争を止められない無力感も   

（中には、ウクライナ（ゼレンスキー）はプライドを捨てて戦争をやめるべき：国民の命を優先すべきというものも） 

 

Ｑ２なぜ、人間は戦争をしてしまうと思いますか 

  １相手のことを認めない、分かろうとしないから（自分の色に染めようとするから） 

  ２国を守りたいという思いから（自国中心・自国（国益）優先の精神が強いから） 

  ３大国のプライド（覇権主義）、自分の国がどれだけ強いかを見せつけたい 

  ４最後は戦争という発想がある（対話より簡単で、決着が早い、過去も人類はそうしてきた） 

  ５戦争の本当の怖さを経験してないから過去の戦争のことを忘れている、人類は歴史から何も学ばない 

  ６人間の本能だから仕方がない（人間だもの） 

 

Ｑ３どうすればこの世界から戦争がなくなると思いますか 

 ＊多くの回答の冒頭に「不可能だと思うが」とか「非現実的だと思うが」といった枕詞が付けられた上で… 

  １世界の共通のルール（戦争放棄などの）を作って、それを徹底させる 

  ２もう一度大きな戦争を経験しなければ人類はわからないのかも 

  ３独裁者（独裁政権）の暴走を止める手立てを皆で考える 

  ４全世界が核兵器を始めとする武器を排除する 

  ５政治家や権力者と呼ばれる人たちがもう一度、一から歴史を学びなおす（自分たちがやってる探求学習をさせる） 

  ６世界の食料問題を解決する（全世界が助け合って、貧しい国の生活を保障する） 

  ７日常生活でも、いじめや差別、暴力がある横行している、そこから考えてみてはどうか 

  ８国連の改革が必要（国連が強い権威を持ち、正しいしくみを作り直す） 

   ・拒否権の廃止  ・理事国の見直し（常任制度はやめる） ・国連軍を作り、紛争解決にあたる 

  ９全世界の人々が考え方を変える必要がある 

   ・私たちはたった一つの地球の住民であるという自覚を持つ（ＳＤＧSにも役立つ） 

   ・みんなどこか他人事である、もっと他者を尊重する（愛が大事） 
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Ｑ４現在のウクライナ情勢や東アジア情勢（台湾海峡・北朝鮮ミサイル・北方領土問題など）を考慮した際、 

今後、日本はどうするべきだと思いますか？（以下の中から選び、記号に〇をつけてください）   

 

１これまでの日米安保体制（日米同盟）を維持、または強化をして米国（米軍）とともに日本を守る 

    ３５％   理由 ・これまでもこれである程度平和を維持できてきたから 

              ・アメリカが味方なら、他国は攻められないと思うから 

              ・軍事強化をしたところで中国やロシアのような軍事大国にはかなわない  

              ・９条を守るためにも今のままでいい 

２防衛費を上げ、自国の防衛力の増強を図り、抑止力を高める（安倍晋三氏の言う積極的平和主義論） 

  ３１％   理由 ・周辺諸国も軍事力を強化している、このままでは不安 

           ・これから先、絶対に戦争が起きないとは限らない、今のままでは不安 

           ・米国にばかり任せてはいけない（日本もやる気を見せないと助けてもらえない） 

           ・いざというとき、他国（アメリカ）は守ってくれないと思うから 

           ・これで沖縄の米軍基地問題も解消できればいいと思うから 

３中国や北朝鮮・ロシアなどとの外交（交流や対話）を試みながら平和な状態を維持する 

     ２９％   理由 ・難しいとは思うがこれが一番平和な方法だと思うから 

              ・このままいつまでも平和を続けてほしいと思うから 

              ・戦争になれば日本などはすぐにやられてしまうから 

              ・周辺諸国と対等な関係になることで平和を保てると思うから 

              ・これ以上防衛力を強化しても周辺諸国との緊張を煽るだけだと思うから 

４無回答・わからない  ５％ 

 

Ｑ５あなたは、「憲法９条（①戦争放棄、②戦力不保持）」の改正についてどう思いますか？ 

（自民党が進める改憲案：９条に「自衛隊」を明記する）（以下の中から選び、記号に〇をつけてください） 

１ 賛成：自衛隊を明記すべき 

  ５２％   理由 ・曖昧はいけない… 自衛隊の存在は明白、日本にとても貢献してくれている 

                     解釈改憲はよくない、いざというとき困るのでは 

このまま曖昧なままで未来に丸投げしてはいけない 

           ・明記するのであれば… かつての日本軍のようになってほしくない 

                       自衛隊の役割や活動内容をはっきりさせるべき 

           ・現在の世界情勢の中で… 戦争放棄などと言っている場合ではない 

２ 反対：９条を変える必要はない 

  ２２％   理由 ・国民は自衛隊を合憲と認識している 

           ・自衛隊を明記すると、なんでも許されてしまうようになってしまうと思うから 

              ・自衛という名のもとに戦争が起こりやすくなると思うから 

              ・９条を変えたら日本の平和主義が壊れる（過去の戦争の歴史を教訓にすべき） 

              ・明記したら日本が戦争をできる国になったと世界にアピールすることになる 

３ わからない 

     ２６％   理由 ・それぞれのメリットデメリットがわからない 

              ・自衛隊は必要だと思うが、「自衛」がどこまでのものかわからないから 

              ・曖昧はいけないが明記したら平和になるのか不安（戦争を肯定することになる？） 
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 アンケート結果を受けての考察  

 

 Ｑ１（ウクライナ侵攻）について 

（筆者自身もそうだが）この２１世紀の現代社会に、これだけ大きな戦争（侵略行為）を目の当たりにした 

衝撃とそれを引き起こしたプーチンへの怒りが多く挙げられていた。逆にウクライナ市民への同情、国際 

的支援を訴える一方で、誰も戦争を止められない無力感や不条理感を挙げている生徒も多く見られた。 

高校生ながらこの問題を見聞きし、個人的にも調べたりして、真摯に向き合っている様子が伺えられた。 

 

Ｑ２・３（戦争の原因、戦争をなくすために）について 

大人にとっても難問であるが、現代の高校生はどのような考えを持っているのか知りたいと思い実施した。

戦争をなくすための方法としては国際政治の核心を突くような指摘も見られた（国連改革・人間の安全保障

など）。他にも、他者（他国）との相互理解、他国の文化や価値観の尊重といった意見が多く見られた。 

また日常生活でのいじめや暴力といった視点から考える生徒もいたりして、こうした身近な人間関係から国

際関係を考えることは今後の平和教育へのアプローチとして参考になると思った。 

 

 Ｑ４（今後の日本の安全保障）について 

現在のアジア情勢、何よりロシアによるウクライナ侵攻といったものが、決して他人ごとではなく、自国 

にもありえるかもしれないといった危機感を持っている生徒が多くいる。そのせいか平和や安全保障につ 

いても、理念や目標といった理想的かつ抽象的なことよりも、より現実的で具体的な安全保障の在り方と 

いったものに関心を持ち、また有事への備えに対しても強化を支持する生徒が割と多かったのにはやや驚い 

ている。（筆者としてはもう少し「３ 対話重視」の平和的解決を望む声が多い（多くあれ）と思っていた訳 

だが、それだけ日米同盟を含む日本の安全保障政策（９条の拡大解釈）が定着しているということか…） 

 

 Ｑ５（９条改正）について 

   これまで何度かこのようなアンケートを実施してきたわけだが、年 「々改正賛成派」が多くなってきている

というのが実感である。（それでも５０％を超えたのは、今回が初めてだったので少々驚いている…） 

改正賛成のほとんどの理由は、現在のような曖昧な（より端的に言えば、現実と矛盾している）状態を嫌う

というものである。またその次に多いのが明記するのであれば、自衛隊の役割や活動内容（地域）をきちん

と明確にすべきというものである。いずれもこれらは、現在の自衛隊の存在価値（特に災害救助活動など）

を多くの国民が認めているという前提においてその存在を明記すると同時に、自衛隊の暴走を食い止めると

いった、９条本来の平和理念も考慮されているように思われる。しかし中には、現在の国際情勢を踏まえて、

“戦争放棄”などと言っている場合ではないといった意見もあった。  

 

 ちなみに  年度終了時、１年間の「世界史A」の授業を経て、生徒達の考え方に何かしらの変化があるのかどうか、 

      もう一度、上記のアンケート（２題：Ｑ４・Ｑ５）を実施した、以下がその結果である。 

Ｑ４今後の日本の安全保障についてどう思うか？ 

日米同盟を維持 ：25%、  自国の防衛強化を図る： 28%、外交を中心に平和な状態を維持： 47% 

Ｑ５憲法９条の改正についてどう思うか？ 

 賛成：42%、反対：24%、わからない34％   

★憲法改正については、賛成派が過半数を割った（わからないが大幅に増えた）、何より今後の日本の安全保障について、 

「外交・対話」を望む声が多くなったのは、個人的にうれしい結果であった。 
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 これまでの平和教育を振り返る  

★アンケートの結果を受けて、現代の高校生が、日本をとりまくアジアの情勢に対して、想像以上に脅威を抱いている 

ということが分かった。おそらく日本中の学校では、憲法の「三大原則」及び、特に「前文」や「９条」をはじめとする 

“平和主義”についてはしっかりと教えてきていると思われる。それが、高校生となって、多少なりとも世の中を知って 

きたとはいえ、こうも現実主義になっていくのだろうか。それは、児童・生徒たちにしっかりと現代社会というものを 

教えてきた成果として満足すべきなのであろうか、それとも本当はもっと、過去の戦争の悲惨さや平和の尊さ、そして 

戦後日本が世界に誓った憲法の理念（平和主義）をしっかりと教えてこなければいけなかったのではないのだろうか。 

「多様化の時代」と言われている、色々な考え方があっていいわけだが、こと憲法（特に平和主義）の普遍性については 

共通理解を持つべきではないかと考える。そんな考えを検証する意味でも、これまでの平和教育を年代ごとにまとめて、

振り返ってみたいと思う。（以下は、同僚の落合氏の論文を参考にさせてもらった） 

 

「平和教育をめぐる省察（落合康隆氏）」を参考に（『教育の広場ながの (2015.10) p34-35』別紙参照） 

 

  ８０年代  ：米ソの冷戦、核軍拡競争時代の中での平和教育（学習）の視点とは… 

→ 戦争の悲惨さ、核廃絶の必要性、平和憲法の大切さ（修学旅行が関西から広島へ） 

         ＊筆者の学生時代にはまだ戦争体験者も多く存命しており（教師の中にも多くいた）、まだ戦争 

の恐怖といったものが強くイメージできた分、平和の尊さや憲法９条（前文）の大切さも 

実感できていたように思われる。（まだ日本自体が戦争アレルギー（トラウマ）が残っていた…） 

筆者自身も教員になったときには(1991)、多少感情的にでも、上記のようなことを伝える 

べきだと思っていた。 

 

    ９０年代  ：冷戦の終結、湾岸戦争（日本の国際貢献の是非）、日米安保共同宣言：自衛隊の活動範囲の拡大 

          → 修学旅行が広島（長崎）から沖縄へ（沖縄戦・沖縄基地問題） 

         ＊冷戦が終結し、米国が台頭していく中（『歴史のおわり』・パックスアメリカーナ論）、日米同盟 

もより強化されていき、それと同時に「９条（前文）」も形骸化されていったように思う。 

（教師になった頃の平和への感情論があまり生徒に通じなくなっていったような感もある） 

生徒に対しては、現在の状況（自衛隊の国際貢献など）を客観的に説明する上で、憲法の 

矛盾性ということではなく、両論が存在する中で生徒たちに自由に考えさせ、各自が自分 

の考えを持つことを重視するよう指導していた。 

 

 ２００１年～  ：同時多発テロ、米国「悪の枢軸宣言」、日本の領土問題（北方領土に加え、竹島・尖閣問題） 

         日米同盟はより強化されていく（その延長に「安全保障関連法(2015)」集団的自衛権行使へ） 

→ 今、取り組むべき平和教育とはどうあるべきか？ 

それについて落合氏は次のように述べている… 

「国民の生命を守るために安保法制が必要だ」「平和のために軍事力が必要だ」という主張 

に私たちの平和教育はどのように答えていくのか、教師は多面的な考え方ができる教材や資 

料を提示し、生徒が“揺れ”を感じつつ、思想・価値観の自由を保障した学習の場において、 

社会認識の力を伸ばし、生徒自身が選択する道筋を大切にすることが求められている… 

         ＊私も落合氏の考えに賛同すると同時に、常に、民主主義のルールとして、他者の意見を尊 

重しつつも、権力に対しては批判的精神を持ちながら、自分自身の考えを醸成していくこと

を生徒には心がけてほしいと思う。 
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 これからの平和教育のあり方とは（私の危惧する点：右傾化する世の中に対して…）  

 

（１）戦争の歴史（記憶）の風化（特に加害の…） 

＊時代とともに、戦争の歴史や記憶が風化していくのは仕方のないことかもしれないが、それと同時に 

憲法の平和主義の理念までもが風化してきているように思えてならない（社会科教師の力不足？）。 

そしてその結果としてこの国の安全保障政策に対する国民の考え方も大きく反映されてきていると思 

われるが… 

 

「憲法改正論議の変遷」（護憲派から改憲派が増えていった背景） 

①積極的護憲派：前文や９条の文言（理念）と現実世界とが矛盾していようが、日本はこのスタンスでいく！ 

        ↓    （どんな戦争も否定（戦争に良いも悪いもない）、憲法の字義通りにいく：絶対平和主義） 

②消極的護憲派：前文や９条の文言（理念）と現実世界とが矛盾してきているので自衛隊や日米同盟は認めるが、 

 ↓     文言（理念）は大事に維持していく（正当防衛・自衛戦争は認める：消極平和主義） 

③消極的改憲派：前文や９条の文言（理念）と現実世界とが矛盾してきているので、それに対応するためにも、 

 ↓     文言を変える（自衛隊を明記する）べきだが、憲法の理念は大切なので尊重していった方がいい    

④積極的改憲派：前文や９条の文言（理念）と現実世界とが矛盾しているので、文言を変える事はもちろん、 

日米同盟の強化、並びに国防費を増やして、現在の緊張した情勢に備えるべし！ 

    ★風化と共に改憲論議も① → ④へと変遷してきているように思われる（高校生のアンケートでも③が多い） 

 

 

（２）本当にこのままでいいのか？ 

＊戦争というものをどこかで肯定している部分はないか、肯定とまではいかないまでも最後は仕方のない 

ことだと諦めている部分はないか… 

 

「（軍事的）抑止論」を必要とする背景（抑止論の欺瞞・抑止論は本当に正しいのか？） 

①近い将来に、「有事（戦争）」が起こりうるということが前提にある 

②仮想敵国というものを想定している 

③相手の軍事的威嚇への対抗と言いながら結局は自分たちも同じこと（軍事的威嚇）をしている 

  （これも憲法と矛盾？） 

＊近くに軍事的脅威があるのは事実であるし、各国には自衛権があるというのも理解できる訳だが、 

だからといって全く相手と同じ土俵に乗ってどうするのかという思いがある（個人間の正当防衛と 

国家間のそれとはやはり明らかに違うのでは？）。それではいつまでたっても、歴史の“パラダイム 

シフト”は起こらないのではないだろうか？ 

国家として有事に備える意味での積極的平和主義（安倍氏）も重要かもしれないが、せっかくどこの 

国にもない理想主義的な平和憲法を持つ国として、もっと積極的に「平和」を生み出していくといった 

活動（平和的抑止論：外交や文化・スポーツ交流など）を起こしていくべきではないだろう。これこそが本 

当の「積極的平和主義」と筆者は考える。 
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第５分科会 理科教育 

   長野高教組     

高校教諭 小原秀樹 

書き込み式授業プリントとタブレットを併用した授業実践 

 

■本校の特徴（生徒のこと・GIGA スクール関連のこと・理科のこと） 

◇１学年１クラス、１クラス 20名前後、全校生徒 50 余名の小規模キャンパス校。中学の時に不登

校だったり、保健室登校や特別支援学級だったり、大人数の集団が苦手だったり、様々な特性を

持っているなどの生徒が大半なのですが、人懐っこくて、繊細で人の気持ちを理解する力に秀で

ていたりする生徒が多くいます。本校に入ってから学校生活を積極的に送ることができるように

なった生徒が多い…そんな学校です。こういう学校だからこそ、理科の授業では実験や観察（周

りの自然も豊かですし）をたくさんしようと思ってはいるのですが、人員に余裕がないなどでな

かなかできていないのが現状です。 

◇GIGA スクール関連は、当初は「本校のような学校は、対面でこれまでのスタイルの授業を続け

ていくことこそ大事」というのが、自分も含めて大方の先生の考え方だったように思いますが、

一昨年度から徐々に、そして昨年度から大きく、タブレットを使用した授業を進めていこうとい

う流れになってきています。タブレットは学校にあるもので 1人 1 台を実現させています。持ち

帰りは不可で、専用の保管庫から授業で使用するたびに教室へ持って行って、終わったら返却と

いう使い方です。ですので、突然オンライン学習が必要になった場合や自宅でのタブレット授業

の復習・提出した課題の確認、タブレットを使った宿題などには対応できません（自宅のパソコ

ンやスマートフォンを使えば可能ですが…）。理科の授業では、一昨年度後半からタブレットを

共用使用、昨年度から１人１台で使用しています。 

 

■一昨年度と昨年度以降の理科の授業の比較 

 一昨年度前半まで 一昨年度後半 昨年度より 

①穴埋め式授業プリント  〇 

② 実 験 ・ 観 察 簡単な実験・学校周りの自然観察程度 

③視聴覚教材の活用 

DVD 

 Classroom で一元管理

した動画データおよび

サイト 

Classroom またはロイロ・ノ

ートで一元管理した動画デ

ータおよびサイト 

④ 小 テ ス ト 

授業プリントの中で 

 Google フォームで 

 

Google フォームまたはロイ

ロ・ノートのテストで 

＊タブレットは授業時のみ使用に限られるので、授業の記録、復習。テスト勉強等
にはどうしてもノートまたはこのようなプリントが必要 

1
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⑤グループ学習 × 
Google Jamboard で ロイロ・ノートの共有

ノートで 

⑥ICT 機器の活用 

教員用 Windows パソ

コン→電子黒板 

自前の Chromebook

（Google Classroom を

中心に利用） 

→電子黒板 

 

・授業プリントの提示 

（電子黒板のペンで書き込み） 

・視聴覚教材の一元管理 

・参考になる Webペー

ジのリンクの一元管理 

○生 Jamboard を使った

グループ学習 

○生フォームを使った小

テスト 

↓ 

◎授業がシームレスに

展開できるようにな

った 

自前の Chromebook

（ロイロ・ノートを中

心に利用） 

→電子黒板および生徒

タブレット 

○生授業プリントの提示 

（提示資料に直接書き込み） 

○生視聴覚教材をノート

に貼る 

○生Web カードをノート

に貼る 

○生シンキングツールの

活用 

○生共有ノートを使った

グループ学習または

クラス学習 

○生アンケート機能の利用 

○生テスト機能の利用 

↓ 

◎生徒がより主体的に

協働的に学べるよう

になった 

⑦生徒タブレットの使用頻度 × 

使用させたが頻度は少

なかった 

1 年生は毎時使用、2･3 年生

も頻繁に使用（昨年度） 

1･2 年生は毎時使用、3 年生

も頻繁に使用（本年度） 

 ＊○生：生徒タブレットに提示、生徒タブレットを使った学習 

 

■授業の実際 

◇小ネタ（p.10） 

No.3 君と好きなひ～とが～ 百年続きますように～♪ 

No.7 踊る暇があったら発明して♪ 

 「小ネタ」は、生徒の興味・関心を引き出すため、授業に気持ちを向けさせるために、理科関

連の最先端の話題、タイムリーな話題、豆知識などを、プリントや画像・動画などを使って、授

業のはじめに５分程度話しているものです。始めた当初はほぼ毎時間行っていましたが、現在で

は１～２週間に一度になってしまっています。 
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以下、授業プリントとロイロ・ノートを使った授業の実際です。 

◇「科学と人間生活」授業プリント No.5 プラスチックの分類と用途（２）（p.11） 

〈共有ノートの利用〉＝グループ学習 

  

グループに分かれて、いろいろなプラスチックの特徴や使い道をまとめさせました（グループご

とに共有ノートを作成。共同作業できるようにしました）。図にあるようなシンキングツールを使

用してまとめたグループや、カードを連結してスライド形式でまとめたグループがありました。 

 

◇「科学と人間生活」授業プリント No.6 さまざまなプラスチック（p.12） 

〈カメラの利用〉〈実験〉紙おむつの吸水性を確かめてみよう 

  

  

  

① 

② ③ 

④ ⑤ 
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◇「科学と人間生活」授業プリント No.10 資源の再利用（１）（p.13） 

〈アンケート機能の利用〉ボトル・詰め替え用 どっちを買う？ 

 

 

授業前日にドラッグストアでリセッシュの詰め替え用を

買おうと思って迷ってしまいました。ボトルは 370ml

で 305円、詰め替え用は 320ml で 313 円だったからで

す。生徒たちなら、どう考えてどちらを選ぶのだろうと

思って、急きょ教材にしました。ちなみに私は詰め替え

用を買いました…が、生徒たちには言わずに考えさせま

した。なお、生徒はこの話題の前に、プラスチックごみ

問題についての動画を見ています。 

 

 

 

 

⑥ 
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〈グループ学習〉ボトル・詰め替え用 どっちを買う？ 

 グループに分かれて、どちらかに意見をまとめて理由も書いてもらいました。 

Ａグループ Ｂグループ 

  

Ｃグループ Ｄグループ 

  

 

〈カメラの利用とネットを使った調べ学習〉リサイクル関係識別マーク 
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〈Web カードの利用〉 

 

ネットに上がっている NHK スペシャル「2030 

未来への分岐点」の動画を見せて考えさせまし

た。Web カードをノートに貼っておくと授業

の流れがスムーズです。 

 

◇「地学基礎」の授業 

〈テスト機能の利用〉生徒がテストを作成して全員で解答 

  グループに分かれて、太陽系の各惑星について（自分がどの惑星について調べたいかはアンケー

ト機能を使って決めてグループに分かれ、そのグループがどの惑星担当になるのかはルーレット

アプリを使って決めました）調べ学習をしてスライドにまとめて発表しました。また、各惑星に

ついての問題をグループで作成して、全員が解答しました。 
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■まとめ 

◇生徒の感想 

ロイロ・ノートのアンケート機能を使って、１年生 15 名に回答してもらいました。 

 

 

 

7
18



 

 

 

  

 

【4】タブレットを使った授業で、悪い点や不満に思うことがあったら書いてください。 

 ・ちょっとトラブルが多いところ。 

 ・前の電子黒板の文字が見えないときがある。 

 ・自分はキーボード入力に慣れていないので、感想や意見を書く際にプリントより時間がかかっ

てしまう。 

  

【5】タブレットを使った授業について感想を自由に書いてください。 

・わからないことがあっても、すぐ調べて理解することができて楽しく感じる。 

 ・小テストなどのおかげで覚えやすさが増した気がする。 

 ・自分はノートに書くのが苦手で、特に理科は書くことが多くて苦手だったけど、タブレットを

使うことによって、わかりやすくて理解できるようになった。 

・写真の活用やグループで活動したりするのがとてもやりやすい。 

 ・画像などもカラーで見られるし、動画も見られるからよい。 

 ・調べ学習が手軽にできるからとてもわかりやすくてよい。 

 ・いちいち挙手をして発表しなくていいので、授業が円滑に進む。 

 ・グループでの意見が出しやすい。 

 ・タブレットの使い方をいっしょに覚えられてよい。 

 ・資料（プリントや動画）が見やすい。 

が覚えられて
よい 

 

きる つながる 資料が確認で
きる 

8
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  ・楽しいしわかりやすい気がする。 

 ・より理解が深まる。ツールとして使うのはよいと思う。 

  ・自分で調べることができるところがよい。 

  ・積極的に参加できている感じで楽しい。 

 ・私は自分の意見を言うのが苦手だけど、タブレットだと自分の意見を書き込めるからよい。 

 ・あまりタブレットを使った授業をしたことがないから普通に楽しい。 

 

◇中学校の先生の感想（中高連絡会の授業見学後にいただきました） 

・中学時代になかなか自分を出すことができなかった生徒が活発にグループ学習をしていて驚き

ました。 

・タブレットの活用や生徒同士の話し合いなど、楽しそうに取り組んでいる姿が見られて安心し

ました。 

・途中から３～４名のグループ学習が行われ、和気あいあいの雰囲気の中、自分の意見を率直に

出し合う姿は、人間関係のよさが反映されていたのかよかったです。 

・タブレットを有効に使っている授業がよかったです。 

・タブレットを使った授業はとてもわかりやすく理解できそうな授業で参考になりました。 

 

◇まとめ 

昨年度までは、生徒にタブレットを使用させる授業をしている先生は一部にとどまっていました

が、先生方の意識が変わってきたようで、本年度は多くの先生がタブレットを利用した授業を展

開しています。はじめにも書きましたが、“本校のような学校では、対面でこれまでのスタイル

の授業を続けていくことこそ大事”と思い込んでいて、自分自身もタブレットを使用させること

の意義に最初は懐疑的でした。でも、使い込んでいくと、逆に“本校のような学校でこそ必要”と

思うに至るようになってきました。それは、「生徒の感想」の中にあるような、生徒の授業への

取り組み方の変化を目の当たりにしたからで、特に、自分の意見を書いて表現できるから気軽に

書き込んでクラスで共有できるし必ず全員が意見を言える（書ける）こと、それゆえ積極的に授

業に参加できることまたはそう感じること、グループ学習が気軽にできることなど、まさに主体

的、協働的な学びに自然に変化してきたのです。一方で、本校ではタブレットのみで完結するよ

うな授業にできない事情もあるので（するつもりもないですが）、授業プリントに書かせるし、

発言もさせるし、ちょうどいいバランスで授業が行えているような気がしています。ですので、

生徒が興味を示すような授業プリントの作成とそれを中心にした授業展開は、引き続き大切にし

ていきたいと考えています。さらに、理科は自然を教える教科なのですから、生の教材も含め

て、ハイブリッドで効果的な授業ができたらなおよいですね。 
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 みんなで 21世紀の未来をひらく教育のつどい 

教育研究全国集会 2023 

 第１１分科会   

 

             保 健 教 育 

 

 

 

  月経に関わる学びあい 

 

   ～月経講座を実施して～ 
                                    

 

 

 

 

 

組織名 ：長野県教育文化会議 

 

報告者 ：宮本 由香里 
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１ はじめに 

本校は、各学年５学級の全日制の高校で、約５４０人の生徒が在籍している。 

保健室には、月経（生理）に関わる体調不良や心配事を抱えて来室する生徒対応がある。スマートフ

ォンに記録する生理管理アプリ（ルナルナ等）の情報をもとに、生理の遅れや１ヶ月に２回生理が来た

事等の月経周期に関わる悩み相談。月経の漏れによる制服等のシミの相談や、月経痛による休養希望や

湯たんぽ貸し出し。ピルの服用のことや婦人科受診の相談、生理用品の事。月経に関わる生徒の訴えは

様々で、その健康課題も生徒一人ひとり異なる。一方で、保健室内での男子生徒との対話の中で、男子

生徒の月経への理解について不十分だと感じる関わりが時々ある。 

相談しやすい雰囲気づくりを心がけている保健室。生徒との関わりの中で、女性ホルモンの力につい

て学ぶ機会や、楽しく月経と向き合う保健教育の機会を保健室外で作りたいと考えながら、その機会を

模索してきた。今回、思春期から性成熟期を迎える３学年生徒を対象に実施した、月経に関わる学び合

いの取り組みについて報告する。 

 

２ 実践内容 

（１） 実践の概要 

  保健教育の面から、前向きに月経と向き合えるように男女と共に月経のことを学びあい、お互い尊

重し合う大切さを考える機会づくりの必要性を感じた。そこで、２年間かけて、お互い心地よく過ごせ

る世の中について、生徒たちと考えることを目的に取り組んだ。   

     

           取り組みのキーワード 

 「女性ホルモンの力」  「思いやり」  「男女一緒の学び」 

 

（２）事前アンケートの実施 

   ①実施方法 

 １年目は、健康のバロメーターである月経とうまく付き合おうと題した女子生徒回答のアンケ

ートを、校内職員に内容を相談しながら作成。３学年クラス担任に協力していただき実施。 

    ２年目は、１年目の取組から見えてきた女子のみのアンケートでは、男子への発信が足りない

要因と感じた部分を改善し、男子記入面を作成した。月経のことを知ろう語り合おうと題したアン

ケートを、３学年クラス担任に協力していただき実施。 

 

②実施時期と実施者 

 事前アンケート実施時期    回答人数 

 １年目  １０月  ３年女子８０人 （３年女子在籍者：100人） 

 ２年目  １０月 
 ３年女子７３人 （３年女子在籍者：78人） 

 ３年男子９８人 （３年男子在籍者：98人） 
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◆月経に関する事前アンケートの概要◆ 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◆１年目のアンケート結果（一部）◆ 

●女性ホルモンの役割 ●月経で心配事や困ったこと 

 ・ある：２４％ 

●男子に月経のこと知ってもらいたいか  

  ・知ってもらいたい：５６％ 

・肌つやつや、うるおい保つ 
・妊娠できるようになる 
・乳が出る ・胸がはる 
・生理起こす ・排卵起こす 
・体内の水分保つ 
・肌の治安 ・肌荒れ起こす 
・わからない 

・情緒不安定 ・腰痛い 
・お腹痛い ・頭痛 
・生理痛重すぎる 
・生理不順で不安 
・生理のイライラ 
・生理前の不調と食欲 
・予定日から１週間遅れる 
・精神的に崩壊する  等 

＜知ってもらいたい内容＞ 
・辛いこと 
・痛み、気遣い、だるさ 具合悪さ 
・人によって症状が違うこと 
・生理の時の女子の心について 
・お互いストレス軽減のために 
・情緒が安定しないとか 等 

 

◆２年目のアンケート結果（女子の一部）◆ 

●女性ホルモンの役割 

（※記入なし６６％） 

●月経で心配事や困ったこと 

 ・ある：１６％ 

●男子に月経のこと理解してほしいか  

  ・理解してほしい：６２％ 

・肌や髪のつやつや、うるお
い保っている 
・子どもを産む準備 
・骨粗鬆症の予防 
・気分屋になってしまう 
・生理起こす  
・女性らしい体を作る 
・肌をきれいにする 
・排卵を起こす    等    

・PMSについて  
・生理痛の辛さ 
・腹痛   ・におい 
・衣服への漏れが心配 
・生理不順が長く続く 
・暴食 
・生理が来ない月の方が多い 

  等 

＜理解してほしい内容＞ 
・辛いこと 
・痛み、症状、感情のこと 体調の変化 
・お金がかかること 
・血のついている感覚 
・腹痛で休んだ日もさぼりと思ってほ
しくない 
・情緒に波があること 
・個人差で腹痛があること  等 

 

 １年目 の ＜質問項目＞ 

①月経（生理）は女性の美しさ、若さを表すシンボルです。女性ホルモンの役割について、
知っていることを書いてください。調べて記入してもＯＫです。 
②月経について、心配なことや困っていること、質問等ありますか。 
③月経痛予防のために、心がけていることを教えてください。 
④男子にも、月経について知ってもらいたいと思いますか。 
⑤月経のこと学び合おう会の参加希望について 

 ２年目 の ＜質問項目＞ 

【女子記入面】 

①月経（生理）は女性の美しさ、若さを表すシンボルです。女性ホルモンの役割について、
知っていることを書いてください。調べて記入してもＯＫです。 
②月経について、心配なことや困っていること、知りたいことはありますか。 
③月経周期に合わせて心も体も変化する女性。体調変化で感じていることや、心がけてい
ることがあれば教えてください。 
④生理用品について、購入や使用に関わる苦労話を教えてください。 
⑤男子にも、月経について理解してほしいと思いますか。 
 

【男子記入面】 

① 月経（生理）の仕組みについて、知っていることを書いてください。 
② 生理がはじまるサイクル（月経周期）に合わせて心も体も変化する女性。女性に対して

男子としてできることや、配慮していることを書いてください。 
③ ナプキン等の生理用品の購入を頼まれたとき、買いに行くことできますか。 
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・高校生（卒業
直前）・大学生・
一般向けの「生
命（いのち）の
安全教育啓発
資料」の一部 

    ◆２年目のアンケート結果（男子）◆  

■月経の仕組み ■男子としてできること ■生理用品の購入 

・腹痛 ・毎月の出血 
・体調の変化 
・女性ホルモンの影響 
・出産のための準備期間 
・イライラする 
・体温が変わる 
・食欲増加 
・女子は繊細   等 

・無理をさせない 
・温めてあげる 
・優しくする 
・無神経なことは言わない 
・イライラさせない 
・余計なことは言わない 
・鉄分の多い食事を作る 
・リラックスできる空間作り 等 

・行ける ：６１％ 
 
・できない：４％ 
 
・どちらともいえない：３５％ 
 
 

 

（３）月経講座前後に資料配付 

     性教育パンフレット「＃つながるＢＯＯＫ」 

（一般社団法人日本家族計画協会のウエブサイトより 

ダウンロード）の原稿をＡ４サイズ用紙に印刷して冊子 

（1冊 12枚）を用意。１年目は３学年のＳＨＲに 

養護教諭が出向いて生徒に配布し、月経講座の宣伝を実施。 

 ２年目は、「＃つながるＢＯＯＫ」の冊子と、 

「生命（いのち）の安全教育」の啓発資料 

（文部科学省ホームページよりダウンロード）の 

性暴力が起きないようにするためのポイントや、 

相談先が掲載された原稿（Ａ４サイズ４枚）を 

Ａ３サイズ用紙に印刷した資料の２種類を用意。 

月経講座開催前後に、３学年各ＨＲ担任より 

参考資料として配布。  

 

   

（４） 月経講座の実施 

    実 施 時 期    参 加 生 徒 

１年目（令和３年度） １１月の半日授業の放課後１時間 ３年生６人（男子３人 女子３人） 

２年目（令和４年度） １１月下旬のＬＨＲ（５０分間） 

１２月上旬のＬＨＲ（５０分間） 

３年生２ｸﾗｽ（男子 42人 女子 28人） 

３年生３ｸﾗｽ（男子 65人 女子 47人） 

 

    ●日本産婦人科医会の「思春期ってなんだろう性ってなんだろう 2019年度改訂版」の 

スライドを活用し、紙資料やスライド作成。 （講座での配布資料は参考資料１・２） 

●２年目のときは、参考資料１の裏面に、株式会社 TENGAヘルスケア等が関わる「セイシル」の 

ホームページよりダウンロードした Webメディアの資料を紙資料として追加印刷して配布。 

① １年目の講座内容 

    テーマ 「毎日を快適に過ごすために  ～女性ホルモンの役割を学ぼう～ 」 
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    導入 ・女性の一生の中の４つのライフステージ 

について振り返る。 

       ・女の子のからだのことや月経のしくみに 

ついて、月経リズムや月経周期のことを 

スライドや資料を見ながら、知識の確認。 

 

    展開 ①女性ホルモンの役割について、女子に 

取った事前アンケート結果からの意見や、 

エストロゲンとプロゲステロンについて確認。 

       ②事前アンケート結果から見えてきた、月経の心配事や、男子に知ってもらいたい 

内容について確認。 

       ③グループワーク。男女別のワークで、思いやりある社会のために必要なことや望むこ

とを付箋に書き出して、Ａ３用紙１枚にまとめる。 

 

    まとめ ・グループワークの発表。 

        ・月経痛予防方法の確認。生理用品の選択についてのことや、心と体の大そうじを 

してくれる月経について、日常生活の中でのセルフケア方法や心得の確認。 

・生理用品の紹介（吸水ショーツや月経カップ、布ナプキン）、アンケート記入    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②２年目の講座内容 

    テーマ 「生理のことを知ろう語り合おう 

   ～女性ホルモンの役割を学ぼう～ 」 

 

    導入 ・女性の一生の中の４つのライフステージ 

について振り返る。 

●月経講座１年目の実施後アンケートから（一部） 

 ・普段使っているナプキンの素材なんて気にしたことがなかったけれど、身体に少しでも影

響を与えてしまう物質が入っているからこれから意識しようと思った。 

 ・普段聞けない男子の意見を知ることができてよかった。学生だけでなく、社会人でも月経

で悩んでいる方が多いと思うので、何か社会的に対策ができればいいなと思った。 

・男子にも生理体験とかしてもらって、生理を知ってもらえるとよいのかなと思った。 

・ホルモンバランスの影響で、４回性格みたいなのが変わることを知ることできた。気分が

安定しているときは一緒に楽しく、気分がよくないときは無理せず、肯定してあげたい。 

・月経について、もっと男子に知ってほしいという意見が多いことに驚いた。カイロをさっ

と渡せる男子がいるとよいなと思った。（常時する） 

・実際の痛み、つらさがどれほどのものか気になっていた。ネットの情報では、男性器をおも

いっきりなぐった痛さがずーっと続くと書いてあった。初めて見たときから、女性を尊敬す

るようになりました。女子すごい。                     等 
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       ・女性のからだと月経のしくみについて知識の確認 

       ・月経リズムや月経周期、月経痛や PMSのことをスライドや資料を見ながら確認。 

 

    展開 ①事前アンケート結果を振り返りながら、女性ホルモンの役割や生理用品について確認。 

       ②グループワーク。席の近くの仲間約２～５人のグループでワーク。思いやりある社会

のために必要なことや望むことを付箋に書き出して、Ａ３用紙１枚にまとめる。 

 

    まとめ ・心と身体の大掃除をしている 

月経について、セルフケアの心得 

確認。 

・アンケート記入 

・性的同意の動画「お茶と同意」 

をスクリーンにて視聴。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●月経講座２年目の実施後アンケートから（一部） 

 ・気遣いができる人になりたいと思った。  ・ＰＭＳのことは初耳だった。 

 ・生理痛で産婦人科に行きたい時もあるけれど、怖くていけないと思っていた。今日話を聞

いてちょっと勇気を出してみようかなと思いました。 

 ・男子の意見も知ることができて良かった。   ・人生で４００回くらいあるのに驚いた。 

 ・男子が生理用品を買いに行ける人が多くてびっくりした。 

・女性ホルモンについて知ることができて良かった。 

・月経について、知らなかったことを知れたので、そのことを活かし女性が困っているとき

は助けてあげたい。 

・月経をのりきるための５カ条を知れてよかった。つらいけど頑張ってのりきりたい。 

・女性の体と心の変化を理解して、無理をさせないことが大事だと思った。 

・ＰＭＤＤのことを初めて知りました。ＰＭＳについてもっと知りたいと思いました。 

・男の子にも知ってもらえる機会ができてうれしかったです。 

・月経が女性にとって、どれだけ大切なことなのか男性の人にももっと知ってほしい。 

・ピルを飲んでいる人は少ないのかなと思ったけど、アンケート調査で飲んでいると答えた

人がいて安心した。 

・女性にも男性にも月経について知ってもらい、支え合える社会になってほしいと思う。 

・月経のつらさや苦労が分かったので、これからは優しく無理をさせないようにしたい。 

男子だから関係ないではなく、向き合えればいいと思った。 

・みんな同じような悩みを持っていると思って安心した。 

・本物のナプキンを用意してくれたのが分かりやすかった。    

・いろいろな人の意見とかも知ることができて良かった。  

・女性に対する行動などを見直す機会でいいと思った。      等 
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３ 成果と課題 

 ＜成果＞ 

  ・校内の教職員に、意見や助言をいただきながら事前アンケートを作成できた。月経に関わる心配事

等は、今はとくにないと答えた生徒は７～８割いて、思っていたより悩みはないと回答した生徒が多

いことがわかった。また困り感の内容や程度は、個人差があることを改めて学ぶことができた。 

  ・月経講座では、男女一緒に学び合う機会作りができた。女子が思っていること、男子が思っている

こと等、同性や異性のことを知る機会になり、月経の理解を男女共に深めることにつながった。 

  ・男子も一緒に学ぶことで、男子と女子の相違点を学び、お互い思いやることや助け合う大切さを育

む機会を作ることができた。また、お互い心地よく過ごせる社会や学校の環境について、考えるきっ

かけづくりができた。 

  ・２年目の月経講座はより多くの生徒が参加する形態を実現できた。また、月経前の症状として、Ｐ

ＭＳ（月経前症候群）やＰＭＤＤ（月経前不快気分障害）について、知る機会をつくることができた。 

  ・生理用品について、多様な選択肢があることを学ぶ機会を作ることができた。   

 

 ＜課題＞ 

  ・性別を問わず、それぞれが自分のこととして考えることができる機会づくりの工夫は必要。 

・月経講座での生徒意見は、保健だよりでの情報発信のみとなった。講座で出てきた学校や社会に望

むことなどの生徒意見を、教職員と連携しながら今後の学校対応に活かす活動づくりを探りたい。 

・月経がきていない女子への配慮や、性別を問わずに回答できる事前アンケート作成の工夫。 

・月経のことを学び語りやすい雰囲気づくりの継続。 

  ・男子の性についての学びの機会づくりも検討して、お互い理解しあう社会づくりについて考える

機会を創出していきたい。 

 

４ まとめ 

 月経に関わる知識を深める機会は、男女共に必要だと感じる中で、一歩踏み出すことができた今回の

取組。社会の中で、吸水ショーツ等月経に関するフェムテックアイテムが注目されていることや、生理

用品の無料配布等の情報から、経済的な負担面について考える機会を得られた時期でもあった。生徒と

一緒に月経のことを語り合う機会づくりは、自分自身の知識や考えを深める機会につながっている。 

１年目の取組では、生徒保健委員会の３年生の協力を得ながら講座準備を重ね、実施時期や時間帯を

考えると、参加者がいたことだけで感謝の気持ちでいっぱいの時間を過ごすことができた。２年目は、

３学年の先生方の理解と協力を得て、３年全員という多くの生徒と学びあう機会を持つことができた。

講座内のグループワークでは、生理痛があっても、公欠にならず休みづらい社会であること等、生徒が

抱える不満や疑問の声。そして、生理用品の無料化やトイレへの生理用品配置を望む声等、月経に関わ

る様々な声を知ることができた。養護教諭の職務・役割は多岐にわたり、保健室来室生徒の対応に手一

杯な日々でもあるが、できることを１つずつ積み重ねながら、生徒と一緒に学び、共に考えて成長する

時間を大切にしていきたいと思う。 

本校の保健室では、生理の貧困が話題になった令和３年度から、生理用品は貸出制から無料配布に変

更。トイレへの生理用品設置は実施していない。生徒はどんなことを学びたいか、どんなことを望んで
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いるのか。これからも、月経に関わる様々な声に耳を傾けながら、保健室等からの情報発信を通じて、

性教育の機会を作り続けたい。そして、生理休暇が取りやすい環境作りや、月経と楽しく付き合える世

の中について等、性別を問わずみんなが月経の関係者として月経のことを知る機会や語り合える場を、

増やしていきたい。 
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温室効果による地球温暖化と環 

境負荷が少ない暮らし 

株式会社アトリエ DEF さんに学ぶ 

第D分科会 

みんなで 21世紀の未来をひらく教育のつどい 

組織名・団体名：長野県教育文化会議 

報告者 ： 森嶋 光 

 子ども・青年たちの生きたい社会づくり 

－平和・環境・ジェンダー平等と性を手掛かりとして－ 

教育研究全国集会 2023 
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スライド 1 

第２３分科会 分科会名 環境・公害と教育

温室効果による地球温暖化と

環境負荷が少ない暮らし
(株式会社アトリエDEFさんに学ぶ)

上田千曲高校 森嶋 光

 

スライド 2 

2

環境負荷が少ない暮らしとは？
1､暮らしに使うエネルギーが大気中にCO2を増や

す化石燃料で無く、再生可能エネルギ－〔太陽

光,風力,水力,バイオマス(森林や竹林の減少を伴

わない薪など),地熱〕。

2､生活で排出するゴミが少ない、または、再利用

や循環使用ができる。

3､生活で使用、排出する水が少なく、更に雨水等

を利用できる。

4､住宅の断熱効果が高く、エネルギー使用量が

少なく、建築廃材が出ない循環できる素材が

使われていて、快適に生活できる。･･等、沢山

資源エネルギー庁HP

ながのけんリサイクルキャラクター「クルるん」
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スライド 3 

3

1､人間活動のCO2排出による地球温暖化防止への

対応、貢献
2021年に出されたIPCCの第6次報
告書では「20世紀後半からの地
球温暖化は、人間の影響が大気
、海洋及び陸域を温暖化させて
きたことには疑う余地がない」
と報告された。

気象庁HPより

なぜ環境負荷が少ない暮らし
が求められるか？ １－②

 

 

 

スライド 4 

4

なぜ環境負荷が少ない暮らし
が求められるか？ ２

2､プラスチックゴミの海洋汚染をはじめと

するゴミによる環境汚染、負荷を改善して

ゆくため

横浜市HPより 東京23区のごみ問題を考えるブログより
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スライド 5 

5

なぜ環境負荷が少ない暮らし
が求められるか？ 3

3､様々な化学物質を使った建材で建てられた

住宅による不調(シックハウス症候群、化学

物質過敏症等)を、より自然で土にかえる素材

へ見直す事で、改善と快適性の追求

大阪市HPより公益財団法人 住宅紛争処理支援センターの
データより

 

 

スライド 6 

暮らしから排出されるゴミを
減量できるか？

• 暮らしで排出されるゴミの減量方法

1､生ごみ

･良く水を切り乾燥させる。･食品ロスの削減

･コンポストを使い肥料化する。

2､買い物時から過剰に買いすぎない。過剰な包装

は断る。マイバックを持参し、レジ袋削減

3､繰り返し使えるものを使う。

4､「リユース容器」の製品を使う ･････など多数

6
Yahoo!JAPAN HPより
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スライド 7 

住宅の断熱効果は･･･？
そして住宅のエネルギーとZEH

• 住宅の断熱効果アップ方法

1､断熱材を高性能にする

2､高気密化する→隙間を無くし建物のC値を下げる

3､窓を断熱性の高いものにする

･･･その他、まだまだ有ります

• ZEH(ｾﾞｯﾁ)→ネット･ゼロ･エネルギー･ハウスの略。

使うエネルギーよりも作るエネルギーが多い（もし

くは±ゼロ）になる住宅の事で､住宅の光熱費､断熱

効果､自宅の太陽光発電等が関係するエネルギー収

支的に環境負荷が少なく将来的な住宅目標の一つ。
7

 

 

スライド 8 

アトリエDEFさん
「循環の家 八ヶ岳」見学会から
• 本社が上田市に有り、営業所が上田市、原村、

佐久市、群馬県前橋市、山梨県北杜市、

神奈川県大磯町にある。

8
庭から見た循環の家 土壁の素材
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スライド 9 

アトリエDEFさんのコンセプト
• 人にも地球環境にも優しい家づくり、自然の力を
借りる暮らし。限りある資源を大切にしながら永
く使い続ける。みんなが笑顔で暮らせる未来のた
めにアトリエデフはSDGsとサーキュラーエコノミ
ーに積極的に取り組んでいます。国産無垢の木材
、自然とつながるﾃﾞｻﾞｲﾝ、ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ、土に還る
素材を!!その他、アイディア満載の取り組み!!

9
国産無垢材の床板と机 木のデッキ

 

 

スライド 10 

循環の家 八ヶ岳のモデルハウス1

10

↑南から見た循環の家
八ヶ岳モデルハウス
屋根には太陽光パネル
（3.5ｋＷ）発電した電
気を蓄電池（4.8ｋｗｈ

シャープ製）→

ここから地下埋設雨水タンクへ

• 屋根には太陽電池、雨水は建物横の地下に埋設さ
れている雨水タンク（1,000L）に貯水され、トイ
レの水等に使用されている。
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スライド 11 

循環の家 八ヶ岳のモデルハウス3

11

ピザ窯↑

庭用手作り土かまど(薪)

バイオマスエネルギーの利用

←風呂、台所の給湯用竹ボイラー

• 耐火煉瓦と鉄平石で作ったピザ窯も庭にある。

 

 

スライド 12 

循環の家 八ヶ岳のモデルハウス4

12

室内暖房用薪ストーブ

断熱効果の大きい木製サッシ
（木材は青森県産のヒバで防虫
効果もある）

• 玄関を入ると土間が有り、そこに薪ストーブが設
置されている。二階まで吹き抜け空間で建物全体
を温められる設計。

浴室のバスタブ→
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スライド 13 

循環の家 八ヶ岳のモデルハウス5

13

↑

電
気
自
動
車
の
充
電
用
コ
ン
セ
ン
ト

太陽光発電エネルギーの利用

• 電気自動車用を充電できるコンセントが有り、
三菱アウトランダーＰＨＥＶ(モーターとバッ
テリー、ガソリンエンジンを積んでいて、電気
自動車、充電が無くなったらガソリン自動車と
しても走れる)を会社で使用。

↓

ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

 

 

スライド 14 

循環の家 八ヶ岳のモデルハウス6

14

自然素材の利用

• 木材の塗料はなるべく使わず、使う場合は食べ
られる「みつろうワックス」を使用。

↑みつろうワックス

木の繊維断熱材↑
「ウッドファイバー」

• 高い断熱、調湿、防音効果を持つ
「ウッドファイバ－」を使用。
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スライド 15 

循環の家 八ヶ岳のモデルハウス8

15

竹薪 竹炭

良い循環の環作り↑風呂、台所の給湯用竹ボイラー

•荒廃する竹林問題にも取り組み、竹藪の整備から
竹薪、竹炭、竹粉、竹ペレット、竹チップの生産
と活用を提唱｡及び｢ミミズコンポスト｣で生ごみを
循環畑の肥料へ循環!!そして作物の収穫へ。

↓ ↓

↓

ペレット
ストーブ

畑の土改良剤

竹ペレット

ミミズコンポスト
で生ごみの肥料化

畑で収穫

 

 

スライド 16 

生徒の
まとめ
プリント
及び感想

16

終
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